
Ⅱ調査結果

(就学前児童・小学生児童調査)



対象者(回答者)の属性

( 1 ) 回答者(単数回答)

就学前児童(N=790)

小学生児童(N=769)

0% 20%

J

( 2 )

40%

対象の子どもの年齢と学年(数量回答)

85.8

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

不明・無回答

匝母親

60%

就学前児童(N=79ω

10% 20% 30%0%

832

口父親

80%

1 5.6

困その他

100%

73

14

1 7.3

1.5 ^

5.3

40%

1 6.2

11.1

口不明・無回答

11.6

4.4

_」13

13.4

13.2

1 0.1

2.5

小学生児童(N=769)

0%

1年

10%

2年

20%

3年

1 6.4

30%

4年

16.5

40%

5年

13.4

不明・無回答

6年

15.0

17.9

43

16.5



( 3 ) 子どもの人数(数量回答)

就学前児童(N=790)

0% 20% 40% 60% 80%

1人

2人

ノ

5人以上

不明・無回答

41,4

11.6

44.フ

1 .6

100%

0.6

( 4 )

0.0

1人

2人

3人

4人

5人以上

不明・無回答

対象の子どもについて(数量回答)

就学前児童(N=790)

小学生児童(N=769)

20% 40% 60% 80%0%

15

第1子

弟2子

弟3子

第4子

第5子以上

不明・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14β

100%

3,9

28.0

51.8

0.5

フ.8

29.1

59.2

1 . 1

1.0

1 .0

1 .6

第1子

第2子

弟3子

第4子

第5子以上

不明・無回答

小学生児童(N=769)

0% 20% 40% 60%

433

33.9

168

80% 100%

23

0.5

3.1

人
人

3
 
4



(5)すべての子どもの年齢と数(数量回答)※割合は不明.無回答を除くもの

【第 1子】 就学前児童(N=698)

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12~13歳

14~15歳

16歳以上

0% 10% 20%

1 .6

7

4.9

2.0

0.6

2.0

30%

2

23.6

2

16

40%

3

【第2子】

.8

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12~13歳

14~15歳

16歳以上

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12~13歳

14~15歳

16歳以上

0%

就学前児童(N=302)

10% 20% 30%

0%

小学生児童(N=724)

10% 20%

0.1

9.2

フ.1

4.2

30%

フ.4

1

1 0.9

40%

24.9

24.4

40%

35.5

【第3子】

0%

19.1

22.1

17.5

1 4.8

1 5.3

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12~13歳

14~15歳

16歳以上

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12~13歳

14~15歳

16歳以上

1 2.4

0%

16

就学前児童(N=93)

10% 20%

小学生児童(N=586)

10Ⅳ 20% 30%

40%

3.2

1 . 1

2.2

0.0

0.0

1 . 1

30%

1 .5

0,9

0.0

0.2

16.1

15.1

21.5

40%

1 1.4

40%

33.3

31.2

1 7,5

20.3

24.9

21,5

39.8

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12~13歳

14~15歳

16歳以上

0%

小学生児童(N=217)

10% 20% 30%

4.6
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【第4子】

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12歳以上

就学前児童(N=19)

0% 10% 20%

1 0.5

30% 40%

1 0.5

50%

2

【第5子】

.3

フ.4

5.

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12歳以上

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12歳以上

0%

0%

小学生児童(N=29)

就学前児童(N=8)

10%

20%

20%

13.8

103

10.3

40%

盲

30%

25.0 1

1 2,5

60%

40%

80%

62.5

24.1

20.フ

10.3

10.3

ノ'

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12歳以上

0%

小学生児童(N=3)

20%

0.0

40%

33.3

60% 80%

66.フ

、

17

」
ー
ー
皇
ι
1
:
届
1
,
ー
ー
ー
ー
」
.
告
1
.
届
'
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
冨
邑

ー
」
ー
.
ー
.
ー
ー
ー
ー
.
1
酉
.
1
盲
,
ー
.
'
官
1
ー
ー
ー
含
邑
1
ー
ー
ー
,
ー

ー
.
'
,
ー
ー
ー
:
邑
1
ー
,
ー
ー
」
」
直
.
ー
.
ー
ー
ー
,
ー
ー
キ
ー
」
盟
:

ι
犀
t
,
ー
ー
ー
'
ー
ー
ー
ー
ー
.
ー
ー
ー
ー
,
ー
ー
ー
ー
'
」
ー
ー
;
ι
1
ー
ー
ー
ー
亀
1
邑
1
ー
ー
ー
ー
.
ー
ー

.
ー
ー
ー
.
ー
ー
ー
ー
ー
.
ー
.
ー
ー
,
ー
ー
ー
ー
ー
ー
盲
1
ー
ー
ー
」
ー
.
ー
,

0
 
0

0
 
0



( 6 )

同居、近居の状況につぃては、「父母同居」力芋尤学前児童で846%、小学生児童で80.0%と最

も高くなっています。

同居・近居の状況(複数回答)

父母同居

父同居(ひとり親家庭)

母同居(ひとり親家庭)

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

その他

不明・無回答

0W 20%

1 .3

1.4

4β

9.1

12

40%

(フ)

60%

子どもを預かってもらえる人の有無については、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に

預かってもらえる(もらっている)」力芋尤学前児童で608%、小学生児童で54.4%と、ともに最

も高くなっています。

また、「いずれもなしU の回答は就学前児童で13.フ%、小学生児童で96%みられます。

4

8.5

21.5

子どもを預かってもらえる人の有無(複数回答)

80%

5.1

4.0

1 .8

1 .8

84.6

80.0

100%

31.5

39.5

゛ー=、

盟就学前児童(N=79の

44.4

8.4

日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる
(もらっている)

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に
預かってもらえる(もらっている)

日常的に子どもを預けられる友人、知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる
友人、知人がいる

口小学生児童(N=769)

0% 20%

その他

いずれもない

不明・無回答

40%

32

フ.4

116

29.1

32

60%

4.4

3.6

80%

24.8

60.8

45

13

9.6

0.4

0.5

10OX

.就学前児童(N=790)

18

田小学生児童(N=769)



(フ)

祖父母等に預かってもらっている状況については、「祖父母が孫を預かることについては、特に問

題がなしU 力芋尤学前児童で642%、小学生児童で697%と、ともに最も高くなっています。

また、就学前児童においては、小学生児童よのも、やや預けにくさを感じている傾向がうかがえ

ます。

祖父母等に預かってもらっている状況(複数回答)

祖父母が孫を預かることについては、
特に問題はない

祖父母の身体的負担が
大きく心配である

祖父母の時間的制約や精神的な
負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担を
か{ナていることが心苦しい

その他

0%

19

20%

(フ)

友人や知人に預かってもらっている状況については、「友人や知人に預かってもらうことについ

ては、特に問題がない」力芋尤学前児童、小学生児童でともに4割を超え、最も高くなっています。

また、就学前児童、小学生児童ともに祖父母に預かってもらう場合に比ベ、「自分たち親の立場と

して、負担をかけていることが脚苦しい」「友人や知人の時間的制約精神的な負担が大きく脚配であ

る」といった、自身の精神的負担をあげる割合力筒くなっています。

40%

13

8.5

2

不明・無回答

1 9.6

1 5

6眺

友人や知人に預かってもらっている状況(複数回答)

4.5

4.0

1 . 1

12

21.9

1 9.1

64,2

80%

69.フ

口小学生児童(N=220)

画就学前児童(N=626)

100%

友人や知人に預かってもらうことに
ついては、特に問題はない

友人や知人の身体的負担が
大きく心配である

友人や知人の時間的制約や精神的な
負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担を
かけていることが心苦しい

その他

圏小学生児童(N=601)

0% 10%

2.3

6.8

20%

不明・無回答

3眺

4.9

14,5

40%

243

6B

画就学前児童(N=103)

417

5眺

24.1

1 1.8

47.3

35.0



( 8 )

子どもの身の回のの世話などを主にしているのは、「主に母案見」力飾尤学前児童で753%、小学生

児童で67.1%となっておの、ともに大部分を占めています。

お子さんの身の回りの世話などを主にしている方(単数回答)

就学前児童(N=790)

小学生児童(N=769)

0% 20%

19,4

( 9 )

居住地域については、以下のとおのとなっています。

40%

25.5

居住地域(単数回答)

厘主に父親

60%

桃映

南陵

成和

六人部

川口

北陵

日新

三和

夜久野

大江

不明・無回答

口主に母親

75.3

0%

就学前児童(N=790)

10% 20% 30% 40%

80%

図主に祖父母

67.1

119

100%

252

口その他

1 1.0

9.フ

2.5

232

2.8

0β

3.0

/1乙翌

09

50%

、η
3.5

口不明・無回答

20

桃映

南陵

成和

六人部

川口

北陵

日新

一和

夜久野'

大江

不明・無回答

24.4

52

62

0%

小学生児童(N=769)

10% 20% 30% 40%

11.1

14.フ

212

3.0

0.4

10.フ

50%

53

2.1

31
 
5

ニ
]
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」
 
3

3
 
3



2 保護者の就労状況について

( 1 )

保護者の1週あたの就労状況をみると、父親については「就労している(フルタイムの就労)」が

就学前児童で91.4%、小学生児童で743%と、ともに7割を超え、大部分を占めています。

母親については、就学前児童では「以前は就労していたが、現在は就労していない」が413%

と最も高くなっていますが、小学生児童では「就労している(パートタイム・アルバイト等)」が

41.5%と最も高くなっています。

保護者の就労状況(単数回答)

【父親】

就学前児童(N=79の

小学生児童(N=769)

0% 20% 40%

【母親】

買就労している(フルタイムの就労)

臼就労している(フルタイムだが育休・介護休業中の場合)

囲就労しているUtートタイム、アルバイト等)

口以前は就労していたか'、現在は就労していない

臼これまでしこ就労したことがない

口不明,無回答

91.4

60%

743

就学前児童(N=790)

80%

0%

小学生児童(N=769)

03

12

1.4

100%

20%

21.1

1.5 0.3

03

226

5.6

40%

24.4

227

03

厘就労している(フルタイムの就労)

勿就労している(フルタイム励{産休・育休・介護休業中の場合)

囲就労しているUtートタイム、アルバイト等)

口以前は就労してい劫ζ、現在は就労していない

厨これまで{こ就労したことがない

口不明・無回答

60%

41.5

80%

41.3

100%

17.6

2.4

フ.0

3.6 126

21

一
「
f 6

30

0



( 2 )

保護者の週あたのの就労時間については、就学前児童、小学生児童で父親、母親ともに1日あた

の「8時間以上」、週あたの「5日」での割合力筒くなっています。帰宅時問については、父親では

門9~20時」、母親では門7~18時」の割合力惰くなっています。

また、「土曜日・日曜日及び祝日の就労もある」では、父親では約5割、母親では約4割となって

います。

フルタイムで就労している保護者の状況

①保護者の1日あたりの就労時間・フルタイム(数量回答)

【父親】

1時間

2時間

3時間

4時問

5時間

6時間

7時間

8時間以上

不明,無回答

0% 20%

0.4
0.0

0.1
0.0

0.3

0.0

0,0
0.0

0.3
0.0

00
0.4

0.フ

1 ,9

40% 60% 80% 100%

4.4
5.1

②保護者の週あたりの就労日数・フルタイム(数量回答)

【父親】

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間以上

不明・無回答

0%

塵就学前児童(N=722)

昌小学生児童(N=571)

20%

0.0

0.0

0.6
0.0

0.6

0.5

0.6
1 .6

42
1 .6

42
53

9.0

11

【母親】

40%

938
92.6

0%

1日

60%

J'

0.0

0.0

0.1

0.4

0,6

0.9

12

0.9

2日

20%

80%

3日

40%

100%

4日

60%

5日

7日

不明・無回答

80%

6日

3.0
3.フ

100%

15

1.4

4.フ

3.フ

劃就学前児童(N=167)

口小学生児童(N=188)

フ.8

.47
59.4

61β

78
6.1

0%

1日

雷就学前児童(N=722)

口小学生児童(N=571)

辰就学前児童(N=16刀

Z小学生児童(N=188)

20%

2日

【母親】

3日

40%

4日

60%

7日

不明・無回答

80% 100%

15.6

186

12

0.5

42

53

22

一

一
一
一

3
1

4
0

0
 
」
 
0
 
0
 
6
 
0
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③保護者の帰宅時間・フルタイム(数量回答)

【父親】

12時剛

13時~14時

15時~16時

17時~18時

19時~20時

21時~22時

23時~24時

不明・無回答

0% 20% 40%

9.3

フ.フ

司就学前児童(N=16刀

口小学生児童(N=188)

60m

37.フ

40.4

80% 100%

20,5

18.9

152

帽.フ

52

396

12時剛

13時~14時

15時~16時

17時~18時

19時~20時

21時~22時

23時~24時

不明・無回答

2.6

37

83

9.1

0%

0.0

00

12

1 .6

42

5_9

20%

④土曜日、日曜日の就労・フルタイム(単数回答)

【父親】

【母親】

冒就学前児童(N=722)

医小学生児童(N=571)

40% 60%

基本的に土曜日・日曜日
及ぴ祝日の就労はない

80% 100%

土曜日・日曜日及び祝臼
の就労もある

1 .8

3.フ

0.0

1 .1

0%

269

28.

20% 40% 60% 80% 100%

50.

フ.5

23

8.4

9.0

不明・無回答

7

盟就学前児童(N=16刀

國小学生児童(N=188)

4

22.

21.フ

基本的に土曜日,日曜日

及ぴ祝日の就労はない

童就学前児童(N=722)

詔小学生児童(N=571)

土曜日・日曜日及ぴ祝日の
就労もある

0%

【母親】
20% 40% 60% 80% 100%

不明・無回答

.
1
 
2
 
3
 
5

0
 
0
 
0
 
0

4
 
2

6

.

6
 
6

2
 
2



( 3 )

パートタイム、 アルバイトで就労している保護者の状況にっいては、就{サ1見童、小{生脚一と
もに、父親では全体的に件数が少なくなっています。母親では、週あたのr5日、'、
~6時間」の割合力檎くなっています。そのほか、「土曜日.日曜日及碑兄日ナ、
母親が3割を超えています。

また、母親のフルタイムへの転換希望は、就学前児童小学生1兒童とも1-3割を超一。

ノ＼^ トタイム、アルバイトで就労している保護者の状況

①保護者の週あたりの就労日数・パート、アルバイト(数旦回牧)
【父親】

1日

2日

3日

4日

5日

6日

小学生児童

( N = 9 )'

単位:件

0

不明・無回答

7日

0

0

5、

0

0

②保護者の1日あたりの就労時間・パート、アルバイト(数量回答)
【父親】 【母親】

3

0

0

0%

1日

0

1 .1

03

2日

20%

3

匿就学前児童(N=179)

田小学生児童(N=319)

3

【母親】

67

3β

73

フ.5

40%

0

3時間未満

60%

3時間

7日

不明・無回答

80%

6日

4時間

就学前児童

(N=4)

6.8

.1

5時間

100%

8.9

フ.8

6時間

1 .1

0.0

7時間

小学生児童

(N = 9)

8時間以上

単位:件

0

50

フ.3

5.6

不明・無回答

8

608

0

0

.就学前児童(N=179)

田小学生児童(N=319)

0

0

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時問

7時間

8時間以上

不明・無回答

3

0

0

0

0

0%

3

0

0.0
03

2.8
2.5

10% 20%

4

30% 40%

5

12.5

50%

15
122

9.5

9.フ

.9

β

2

25
25

24

、
'
、
一
"

児
4一

(

6
6

.
'

日
日
日

3
 
4
 
5

4
7



③土曜日、日曜日の就労・パート、アルバイト(単数回答)

【父親】

基本的に土曜日・日

曜日及び祝日の就労

はない

土曜日・日曜日及び

祝日の就労もある

就学前児童

(N=4)

不明・無回答

小学生児童

(N = 9 )

単位:件

④フルタイムへの転換希望・パート、アルバイト(単数回答)

【父親】

2

2

基本的に土曜日・日曜日
及ぴ祝日の就労はない

5

土曜日,日曜日及ぴ祝日
の就労もある

希望がある

2

希望があるが予定はない

0%

【母親】

希望はない

20% 40% 60% 80% 100%

不明,無回答

就学前児童

(N=4)

不明・無回答

小学生児童

(N = 9 )

単位:件

0

63

4.5

0

18.4

13.5

3

2

3

属就学前児童(N=179)

田小学生児童(N=319)

2

2

就学前児童
(N=179)

2

0%

小学生児童

(N=319)

20%

1 1 .フ

【母親】
40%

223

フ,5

60%

27.3

35.8

80%

匪希望がある

四希望があるが予定はない
臣希望はない
口日,',口女女

100%

302

39.8 25.4

25

5



( 4 )

現在亨尤労していない母親の今後の就労希望にっいては、『有(すぐにでも、若しくは1年以内.1

年よの先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい)』では就学前児童で8割、小学生旧童で

7割を超えており、大部分の母親力芋尤労希望を持っています。また、その就労形態では就学前児童、

小学生児童ともに「パートタイムによる就労」を希望する割合が約8割となっています。

現在就労していない母親の就労希望

①就労希望の有無(単数回答)

就学前児童(N=345)

小学生児童(N=163)

0% 20%

②就労希望の形態(単数回答)

307

40%

38.0

圃有(すぐにでも、若しくは1年以内に希望がある)

囲有(1年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい)
囲無

口不明・無回答

就学前児童(N=302)

60%

56.8

小学生児童(N=122)

0%

80%

36.8

113

100%

20%

9.9

202

フ.4

26

40%

4.9

圖フルタイムによる就労

囲アルバイト等による就労

60%

78.5

79.5

80% 100%

田パートタイム{こよる就労

口不明・無回答

56 4.6

9.0 4.1

26

、
、
゛
ー



③(パートタイム)希望する就労日数、時間(数量回答)

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

0%

0.0

0.0

08
1 .0

20% 40% 60%

25.8

1 .9

24.フ

80%

0β

0.0

0.0

0゛0

100%

6.8

43
6.5

④(アルバイト)希望する就労日数、時間(数量回答)

1~3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間以上

不明・無回答

画就学前児童(N=23刀

田小学生児童(N=97)

63.6

0% 20%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

1,3

52

40%

0%

1 .1

60%

20%

27

0.0

25β

j1
ι'

40%

80%

9"

0.0

63

2.1

5.1

0.0

43.0

392

232

24.フ

60%

9,

: 17,6

100%

11

9,1

80%

9.

, 17.6

5.g

0.0

0.0

0.0

8.0

3.1

100%

1 36.4

47:1

β

匝就学前児童(N=17)

口小学生児童(N=11)

歪就学前児童(N=237)

口小学生児童(N=9刀

: 36.4

1

T

1

0.0

モ1.8

1~3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間以上

不明・無回答

扇就学前児童(N=17)

口小学生児童(N=11)

0%

5.9

0.0

20% 40% 60%

23.5

27.

5.9

00

80%

412

100%

れ β

0
 
0
 
0

0
 
0
 
0



( 5 )

就労希望がありながら働いていない理由としては、就学前児童、小学生児童ともに「働きながら

子育てできる適当な仕事がなしU 「その他」への回答が多くなっています。

また、子どもが何歳になった時に、就労を希望するかについては、就学前児童では「3~4歳」、

小学生児童では門1歳以上」の割合力塙くなっています。

就労希望がありながら働いていない理由

①就労希望がありながら働いていない理由(単数回答)

就学前児童(N=302)

0%

93

20%

員保育サーピスカく利用できないから

口働きながら子育てできる適当な仕事がない
臣自分の知識、能力にあう仕事がない

口家族の考え方(親族の理解が得られない)なビ、就労する環境が整っていない

mその他

口不明・無回答

小学生児童(N=122)33

29.1

40%

0%

2.0 11.9

60%

20%

80%

33.4

②一番小さい子どもが何歳になった時に

就労を希望するか(数量回答)

匝放課後児童クラブなどのサービスが利用できないから

田働きながら子育てできる適当な仕事がない

囲自分の知識、能力にあう仕事がない

臼家族の考え方(親族の理解が得られない)など、就労する環境が整っていない

口その他

口不明・無回答

402

40%

100%

142

6,6

60%

' 1

12.3

80%

25.4

1

100%

123

1~2歳

3~4歳

5~6歳

フ~8歳

9~10歳

11歳以上

不明・無回答

0% 10%

0.0

20%

.7

30%

6

1 .フ

40%

14.

11.フ

10.0

50%

6.

34

1.0

28

.7

.就学前児童(N=196)

Z小学生児童(N=60)

24.

40.0



【就学前児童】

(6)母親の出産前後の就労の状況

母親の出産前後の就労の状況については、「離職した」が37.0%と、最も高くなってぃます。

また、どんな環境があれば就労を継続したかでは、397%が「いずれにしてもやめていた」とし

ていますが、「臓場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度力燮い、働き続けやすぃ環

境力燮っていれば、継続して就労していた」については216%となっています。

①出産前後の離職の有無(単数回答)

就学前児童(N=790)

※就学前児童のみへの質問

0%

②どんな環境があれぱ就労を継続したか(単数回答)

20%

.離職した

既出産1年前にずて・に働いていなかった

口不明・無回答

37.0

保育サービスが確実に利用できる
見込みがあれぱ、継続して就労していた

職場において育児休業制度等の仕事と家庭の
両立支援制度が整い、働き続けやすい環境が

整っていれぱ、継続して就労していた

保育サービスと職場の両立支援環境がどちらも
整っていれぱ、継続して就労していた

家族の考え方(親族の理解が得られない)など、
就労する環境が整っていないので離職した

40% 60%

27.5

囲継続的に働いていた(転職も含む)

口結婚後ずっと専業主婦だった

80%

15.1

0%

100%

1 6.8

10%

3.1

3.フ

就学前児童(N=292)

20% 30%

いずれにしてもやめていた

40%

21.6

4.1

17.1

その他

不明・無回答

50%

8.2

62

397

29



【就労類型別

,、

出産前後の離職の有無】

0% 2眺

父親のみ就労〔N=371〕

母親のみ就労〔N=33〕

共働き〔N=35刀

父母無職〔N=29〕

40%

【就労類型別

60%

どんな環境があれぱ就労を継続したか】

0%'

更離職した

白継続的に働いていた(転職も含む)
箇出産1年前にすでに働いてぃなかった
目結婚後ずっと専業主婦だった
口不明・無回答

9

父親のみ就労〔N=16釘

共働き〔N=9町

1. 3

80%

母親のみ就労〔N=Π〕

13. 8

9. 2

父母無職〔N=14〕

10呪

フ. 8:::畔. 2

26. 1

9. 1

13. 8

20%

22

15.乞

辺. 4

10. 3

0

3

40%

13. 8

13.フ

慶保育サービスが確実に利用できる見込みがあれぱ、継続して就労し
ていた

訟職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度が整い、
働き続けやすい環境が整っていれぱ、継続して就労していた

麗保育サービスと職場の両立支援環境がどちらも整っていれぱ、継続
して就労していた

閏家族の考え方(親族の理解が得られない)など、就労する環境が
整っていないので離職した

邑いずれにしてもやめていた

画その他

口不明・無回答

フ. 3

5. 4

8. 6

0

60%

1

2

27. 3

^^

80%

^^

5

21 ~ハノV)一231つ

10. 1

100%

フ. 1

6

7

、ノ^

6. 0

0

フ, 1

30

、

.

.



③妊娠中、出産前後に母親が不安定になったか(単数回答)

母親の出産前後の精神的な状況については、不安定な状況が「時々あった」が43.4%と、最も

高く、「よくあった」との合計の割合は5割を超えています。

また、妊娠中や出産前後に必要なサービスについては、「赤ちゃんの育児サポート」「兄弟をみて

くれるサポート」「子育て中の人との交流」といった支援を求める割合力塙くなっています。

就学前児童(N=790)

0%

④妊娠中や出産前後に必要なサービス(複数回答)

132

20%

闘よくあった

40%

母親の健康面での相談

赤ちゃんの育児サポート

助産師・保健師等の家庭訪問による指導

赤ちゃんのもく浴などのへルパー

買い物・食事のしたくなどの家事支援

兄弟をみてくれるサポート

子育て経験者から話を信サける場の提供

子育て中の人との交流

その他

不明・無回答

43.4

口時々あった

60%

皿ほとんどなかった

80%

252

0%

口なかった

100%

17.0

10%

口不明・無回答

47

13

就学前児童(N=790)

20m

0.5

8.4

30%

18.9

40%

10.6

2.5

50%

1 .9

19.0

18.0

.

15.6

31


